
第１回 半田市立半田病院 

新病院建設候補地検討委員会 

平成２９年１２月２２日（金） 
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（1）半田市立半田病院新病院建設候補地 
     検討委員会について（資料１） 

議  事 

（2）新病院建設候補地について 
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平成27年 ７月 ・「半田市立半田病院あり方検討委員会」を設置 
 
平成28年 ４月  ・検討結果を「半田市立半田病院新病院構想」 
            として市長に答申（新病院建設予定地は市職員駐車場） 

 
        ６月 ・新病院建設予定地を「市職員駐車場」と決定 
 
             12月 ・「半田市立半田病院新病院建設候補地（赤レ 
                       ンガ東土地）検討会議」を設置 
 

平成29年10月  ・「半田市立半田病院の移転新築予定地を問う 
                       住民投票条例制定の請求」の提出 
           ・愛知県知事より新たな適地の検討の助言あり 
 
             11月  ・市長が新病院建設予定地見直しを発表 
 
       12月 ・「半田市立半田病院新病院建設候補地検討 
            委員会」を設置 

(1)-1. 今までの新病院建設予定地選定までの経過    
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新病院建設候補地として検討を行った場所 

                  地図出典：国土地理院 

 市街化区域内の候補地 

市街化調整区域内の候補地 

①北部グラウンド ②北部グラウンド東側 ③市職員駐車場 ④ＪＲ半田駅東側 ⑤赤レンガ建物東側  

⑥半田市営球場 ⑦青山公園 ⑧半田ＩＣ東側 ⑨半田市医師会健康管理センター ⑩老人ホーム東側  

⑪東午ヶ池 ⑫ゴルフ練習場  ⑬知多南部総合卸売市場 ⑭南部市場南側  

① 
② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 
⑧ ⑨ 

⑩ 

⑪ 

⑫ 

⑬ 

⑭ 
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 (1)-2. 半田市立半田病院新病院建設検討委員会の進め方   

回 日 時 及 び 場  所 内     容 

第１回 

   平成２９年１２月２２日（金） 

 午後１時～午後２時３０分 

 半田病院 第４会議室 

   会議の進め方 

 新病院建設候補地の検討 

第２回 

   平成３０年 １月２２日（月） 

   午後２時～午後４時 

   半田病院 第４会議室 
  新病院建設候補地の検討 

第３回   平成３０年 ２月   新病院建設候補地の検討 

第４回   平成３０年 ３月   まとめ  報告書（案） 

◎ 委員会開催スケジュール（予定）   

5 

（1）半田市立半田病院新病院建設候補地 
     検討委員会について（資料１） 

議  事 

（2）新病院建設候補地について 
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 ◆知多半島医療圏唯一の救命救急センター 

(2)-1.半田病院に求められている役割  

 ◆災害拠点病院 

 ◆地域医療支援病院 

 ◆地域がん診療連携拠点病院 

知多半島医療圏の中核病院としての役割を担う重要な機能を有する病院 

災害発生時に被災地内の重症の傷病者等を受入れ、 
搬出を行うことが可能な体制などを有する病院 

心臓疾患や脳疾患を始めとするほぼ全ての救急疾患を 
対象に、２４時間体制による高度な救急医療を提供する病院 

専門的ながん医療の提供及びがん患者さんに対する相談
支援及び情報提供等を行う病院 

地域の医療を担う「かかりつけ医」を支援する能力を備え、
地域医療の確保を図る病院として相応しい構造設備等を有
する病院 7 

  半田病院の建物は建築後３５年以上経過 

 半田病院が抱えている       の課題 
 
  ① 中央診療棟などの耐震性の問題 
  ② 重要設備の老朽化 
  ③ 狭隘化、アメニティー（療養環境・職場環境）  

        の劣化                                                  

3つ 
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(2)-２.半田病院の現状 



 
 
     
 

   
     
       
 
 
 
  
      
 

   

 平成29年 ４月30日 集中治療室の天井から水漏れ  
           ５月  7日 中央手術室天井から水漏れ 
           ６月  2日 中央臨床検査科での水漏れ 
           ６月 8日 透析室天井からの水漏れ 
          ６月24日 ３Ｂ病棟天井から水漏れ 
                    ・ 
                    ・ 
                    ・    
       11月24日 ３階の雑排水管から水漏れ 

‣ 重要設備の老朽化  

 平成２７年度 ４８件 
     ２８年度 ２７件  
     ２９年度 １８件 
 （２９年度は４月～１１月分） 

   大規模地震が発生した場合、老朽化している配管の損傷により、 
 給排水等が停止する可能性が高い。 

など 
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① 早期に新病院を建設することができること 

 （用地取得が不要な市有地であること） 

② 400床規模の病院建物と1,000台収容できる駐車場の確保が 

  可能なこと 

③ 災害時に機能できること（災害拠点病院の要件を満たすこと） 

④ 平時における交通アクセス及び利便性がよいこと 

 (2)-3.新病院建設候補地の検討にあたって  
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検討するうえで必要な 

４つの視点 



 
 
     
 

   
     
       
 
 
 
  
      
 

      

   (2)-4.新病院建設候補地（案）  

① 半田運動公園 
標高48.8ｍ 

半田市役所 

② 北部グラウンド 

標高58.3ｍ 

  半田病院 

直線距離：約5.2ｋｍ 
移動時間：約20分  

直線距離：約5.2ｋｍ 
移動時間：約20分  
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公立西知多総合病院 

病床数：468床 

常滑市民病院 

病床数：267床 

刈谷豊田総合病院

病床数：710床 

知多厚生病院 

病床数：259床 

北部グラウンド 

半田運動公園 

碧南市民病院 

病床数：320床 

現  病  院 

病床数：499床 

 (2)-5.知多半島医療圏及び周辺の主な病院  

病床数は、 

各病院のホームページ参照 
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① 半田運動公園   

１ 

２ 

３ 

４ 
５ 

面積：2.2ha（多目的グラウンド） 
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６ 

１ 

２ 

３ 

運動公園東側道路から東ゲート方面 

さつき園からデイキャンプ場方面 

 冒険遊具 

14 



５ 

４ 

６ 

さつき園から多目的グラウンド方面 

多目的グラウンド南東側からさつき園方面 

 多目的グラウンド南西側から北東方面 
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●『適切と考えられる点』 

●『課題点』 

 半田中央インターチェンジから約2.5ｋｍの距離にあり、広域救急対応を図りやすい。 

 津波や液状化の危険性がなく、高潮浸水想定範囲、豪雨時の浸水区域でもない。 

 周辺に高圧鉄塔や電線がなく、ヘリコプターが安全に離着陸できる。 

 ２か所の変電所からの受電が可能である。 

 ガス管について、敷地周辺に中圧Ｂ管の敷設がある。 

 

 半田池撓曲が近傍に存在する。 

 鉄道駅からの移動距離がある。また、バス路線が整備されていない。 

 上水道について、管径が細いため、新たに敷設工事が必要となる。 

 下水道が未整備である。 

 アクセス道路の整備が必要である。（東側・南側） 

 都市計画公園であるため多目的グラウンド部分の代替地・代替施設が必要である。 

 常滑市民病院と近接するため、今後のあり方についての協議が必要となる。 
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② 北部グラウンド  

２ 
１ 

３ 

４ 

5 

6 

8 

7 

面積：約3.8ha（野球場+グラウンド周辺） 
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１ 

２ 

３ 

 ＮＴＴドコモ電波塔 

 野球場（レフト・３塁側） 

  野球場（ライト・１塁側） 
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４ 

５ 

６ 

 多目的グラウンド（左）と野球場との 
  間の道路 

 多目的グラウンド東側の法面 

 多目的グラウンド東側からＮＴＴドコモ 
 電波塔方面 
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7 

 東側入口 

 北側入口   
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●『適切と考えられる点』 

●『課題点』 

 第２次緊急輸送道路（県道西尾知多線）に近接している。（約250ｍ） 

 津波や液状化の危険性がなく、高潮浸水想定範囲、豪雨時の浸水区域でもない。 

 知多広域消防指令センターと隣接している。 

 ２か所の変電所からの受電が可能である。 

 上水道について、敷地の近くまで耐震管が敷設済みである。 

 

 阿久比東部撓曲が近傍に存在する。 

 鉄道駅からの移動距離がある。 

 アクセス道路の整備が必要である。（都市計画道路大矢知線） 

 下水道が未整備である。 

 都市ガスが未整備であるため敷設工事が必要である。 

 都市計画公園ではないが、野球場及びグラウンド部分の代替施設が必要となる。 
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地 形 図  

半田運動公園 

北部グラウンド 

現半田病院 

22 
出典：愛知県活断層アトラス 

 0  500 m 



敷 地 比 較 表  
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想定面積(十分な面積確保） ○
約40,000㎡（造成が必要）

（多目的グラウンド：約22,000㎡）
○ 約38,000㎡

所有者（活用しやすさ） ○ 半田市 ○ 半田市

用途地域 △ 市街化調整区域 △ 市街化調整区域

上水道整備（周辺の本管） ×
φ 100mm（VP)

管径が細いため、敷設工事が必要。
◎

φ 600mm（耐震管）
敷地の60ｍ東まで敷設済み

下水道整備 × 未整備 × 未整備

商用電力整備 ○ ２か所の変電所からの受電が可能 ○ ２か所の変電所からの受電が可能

都市ガス整備 ○
西側道路に中圧Ｂ管が敷設されている
が、H32.3以降も供給継続エリア外。

×
周辺道路には都市ガスが未整備。周辺
地域に中圧B管は敷設されていない。

十分な広さの道路に接してい
る

△ 幅員12ｍの市道に接している。（西側） △ 幅員9ｍと6ｍの市道に接している。

緊急輸送道路からの移動距
離

△
第１次緊急輸送道路の知多半島道路
半田中央ＩＣから約2.5km

○
第２次緊急輸送道路の県道西尾知多
線に近接している。（約250ｍ）

候補地 半田運動公園 半田北部グラウンド

所在地 池田町３丁目地内 石塚町地内ほか

①
敷
地
条
件

②
イ
ン
フ
ラ
整
備
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広域救急対応を図りやすい
場所である。（ＩＣからの移動
距離）

○ 半田中央ICから約2.5km △ 阿久比ICから約3.7km

市内からのアクセス（人口重
心（西新町地内）からの移動
距離）

× 約5.5km × 約5.6ｋｍ

鉄道駅からの移動距離 × 名鉄河和線　住吉町駅から約5.2km △
ＪＲ武豊線 亀崎駅から　　 約2.9km
名鉄河和線 阿久比駅から約4.2km

バス路線が整備されている ×  ×

液状化の危険性がない（半
田市ハザードマップ　液状化
危険度　他）

○ 計算対象外 ○ 計算対象外

活断層・撓曲から離れている × 半田池撓曲が周辺に存在する。 × 阿久比東部撓曲が周辺に存在する。

津波の危険性がない（半田
市ハザードマップ　津波浸水
深）

◎ 　 ◎

高潮浸水想定範囲ではな
い。（愛知県高潮浸水想定）

○ 　 ○

豪雨時の浸水区域ではな
い。（ハザードマップ浸水実
績図より）

○ 　 ○

③
交
通
ア
ク
セ
ス

候補地 半田運動公園 半田北部グラウンド

④
防
災
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公共施設等との近接 × 半田斎場に近接している。 ◎
知多広域消防指令センターと隣接して
いる。

周辺に高圧鉄塔・電線がな
い

○ △
NTTドコモのアンテナが隣接しており、
支障があるか否か今後検討の必要が
ある。

農用地ではない ○ ○

砂防地域ではない × 砂防地域に指定されている。 × 砂防地域に指定されている。

都市計画公園ではない ×
変更するためには、代替地が必要であ
る。

○

・都市計画公園ではないが、広く市民が使用し
ている運動施設を取り壊すため、代替施設が
必要となる。
・敷地に近接して計画されている都市計画道
路大矢知線の早期整備が必要となる。
・隣地で埋蔵文化財（古窯）が確認されており、
調査が必要となる。

候補地 半田運動公園 半田北部グラウンド

⑤
周
辺
環
境

⑥
法
規
制

課題

・広く市民が使用している運動施設を取り壊す
ため、代替施設が必要となる。
・現病院と同程度の敷地を確保する場合、大
規模な造成が必要となる。
・東側及び南側からのアクセス道路の整備が
必要となる。
・周辺で埋蔵文化財（古窯）が確認されており、
調査が必要となる。
・常滑市民病院と近接するため、今後のあり方
についての協議が必要となる。


